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一ご
当
地
な
ら
で
は
の
名
所
や
名
物

が
描
か
れ
た
マ
シ
ホ
■
ル
の
ふ
た
を

図
柄
に
一し
た

「
マ
シ

ヽ
ホ
■
ル
カ
ー

ド
」一の‐‐発
行
が
広
が

，
で
い
る
。業
界

‐団‐
体
の
仕
掛
け
で
昨
年
■
月
に
発
行

が
始
ま
り
、
■
年
で
■
４
５
自
治
体

一■
７
Ю
種
類
に
ず
累
計
発
行
数
は
約

一館
一万
桝
に
違
す
る‐‐
勢
い
ず
現
地
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
と
い
う
希
少
さ
も

あ
つ
て
、
ブ
ー
ム
は
過
熱
ぎ
み
だ
”

一３
日
ヽ
カ
ー
ド
の
第
４
弾
が
全
国

で
二
斉
に
発
行
さ
れ
た
。

一

「
こ
れ
ほ
ど
盛
り
上
が
つ
て
い
る

と
は
知
ら
．な
か

っ
た
い
ど
話
す
の

は
■
恐
竜
の
化
石
が
多
数
出
土
す
る

こ
と
で
知
ら
れ
る
福
井
県
勝
山
市
の

上
下
水
道
課
。
肉
食
恐
竜
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
マ
ン
ホ
＝
ル
ふ
．た
の
カ
ー
‐ド

で
第
４
弾
に
参
入
し
た
。

■
力
■
ボ

の
発
行
で
勝
山
市
に
足
を
運
ぶ
人
が

さ
ら
に
増
え
る
の
で
は
」
と
期
待
を

込
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一　

　

．

発
行
の
仕
掛
け
人
は
、一
国
土
交
通

省
や
下
水
道
一関
連
団
体
で

っ
く
る

Ｌ
下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」

「

（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
、
東
京
Ｙ
の
山
田
秀
人
さ

ん
。

「
『汚
い
、
く
さ
い
、
見
え
に

く
い
「
と
い
う
下
水
道
の
イ
メ
■
ジ

撃
高
値
取
引
・

押
鮮
げ
た
か

つ
た
」
“
ご

を
名
刺
大
の
カ
ー
ド
に
す

、
下
水
道
処
理
に
親
し
み

も
ら
お
う
と
企
画
し
た

‐９

第
１
弾
と
し
て
昨
年
４
月

や
堺
市
、
神
戸
市

，
東
京

２８
の
自
治
体

一
地
域
が
３０

行
ｆ
昨
年
８
月
に
第
２
弾

一に
第
３
弾
と
続
い
た
。
世

姫
路
城

（兵
庫
県
姫
路
市

一船

（茨
城
県
つ
く
ば
市
Ｙ

・洋
力
■
プ
ス
広
島
市
）
、
一

名
探
偵

コ
ナ
ン
・｝
八
鳥
取

一）
■
「
「
第
４
弾
に
は
４２

５０
種
類
が
加
わ
っ
た
ず

各
地
の
役
所
や
下
水
道
事

で
先
着
順
で
配
布
す
る
。

し
た
力
■
ド
の
中
．に
は
ネ

ク
シ

ョ
ン
で
２‥
万
円
の
高

た
も
の
も
“
カ
ト
ド
は
縦

゛
横
６

・
３
考
。
表
面
に

ル
の
ふ
た
の
写
真
と
設
置

一す
座
標
デ
ー
タ
ド
裏
面
に

の
由
来
と
ご
当
地
情
報
が

一田
さ
ん
は

「地
域
や
市
町

一所
別
な
ど
自
分
の
好
き
な

一楽
し
め
．る
」
と
話
し
て
い

三
局

引
も

“
ご
当
地
ふ

・に
す
る
こ
と

一し
み
を
持
っ

）た

‐９　
・
一

一４
月
、
大
阪

・東
京
２３
区
な

一が
３０
種
類
を

一２
弾
０
同
１２

一。
世
界
遺
産

一路
市
Ｙ
や
宇

一市
Ｙ
、一
広
島

一）
、
一マ
ン
ガ

一鳥
取
県
北
栄

一は
４２
自
治
体 ガ 島

所
な

庫
切

ト
オ

が
付

・

８
置
を

ザ
イ

る
。
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明
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